
謹　告
本号ページ減面のお詫び

毎年発行しております「天台佛青連」です
が、新型コロナウイルス感染予防に伴う取
材自粛のため、ページ数を減面いたしまし
た。発行を心待ちにしておりました皆様方
には大変ご迷惑をおかけ致します。心より
お詫び申し上げます。
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「
共
成
」

自
覚
を
持
ち
共
に
成
す

        

天
台
仏
教
青
年
連
盟
代
表

松
村 

宗
宣

index

天台仏教青年連盟公式Facebookでは連
盟の活動をより多くの方に知っていた
だけるようにリアルタイムに分かりや
すくお伝えしています。皆さまからの
フォロー、閲覧どうぞよろしくお願い
致します‼

天台仏教青年連盟公式Instagramへの
フォロー、閲覧もどうぞよろしくお願
い致します‼

情報通信委員会

この度、連盟のホームページをリニュー
アルいたしました。これからも連盟の活
動内容などをホームページにて更新して
いきますのでどうぞご活用ください。
また、SNS（Facebook、Instagram）での
情報発信も引き続き行っていきますの
で、併せてご活用ください。

　
天
台
仏
教
青
年
連
盟
の
会
報
誌
発

行
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。

　
平
素
は
天
台
仏
教
青
年
連
盟
に
対

し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
ず
、
令
和
二
年
七
月
豪
雨
災
害
、

ま
た
全
国
各
地
で
災
害
に
見
舞
わ
れ

被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
、
衷
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
被
害

一
つ
に
今
一
度
「
祖
師
の
灯
を
守
り

自
ら
覚
る
」
に
立
ち
返
り
、
全
員
で
こ

の
価
値
観
を
共
有
す
る
た
め
の
取
り

組
み
、
変
化
す
る
社
会
の
中
で
も
存

在
感
の
あ
る
天
台
仏
教
青
年
連
盟
と

し
て
持
続
的
に
発
展
し
、
常
に
前
へ

と
、
百
年
先
ま
で
も
繁
栄
し
て
い
き

ま
す
よ
う
精
進
致
し
ま
す
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
忘
れ
か
け
て

い
た
大
切
な
事
に
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
日
常
に
当
た
り
前
は
無
い
と

言
う
事
で
す
。
あ
の
東
日
本
大
震
災

か
ら
今
年
で
十
年
の
歳
月
が
経
ち
ま

す
。
言
葉
で
は
解
っ
た
つ
も
り
で
い

ま
し
た
が
、
い
ま
一
度
、
全
て
の
も

の
は
「
有
り
難
い
」
と
言
う
感
謝
の
気

持
ち
に
立
ち
返
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
上
で
自
己
を
見
つ
め
心

を
整
え
他
者
に
寄
り
添
い
、
自
身
の

置
か
れ
た
場
所
で
謙
虚
に
出
来
得
る

限
り
の
こ
と
を
精
一
杯
成
し
、
天
台

仏
教
青
年
連
盟
は
こ
れ
か
ら
も
、
一

隅
を
照
ら
し
て
参
り
ま
す
。

に
遭
わ
れ
た
方
に
安
寧
を
取
り
戻
し

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
青
年
会
で

は
今
後
も
支
援
活
動
を
継
続
し
て
参

り
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
三
十
一
年
四
月
に
代

表
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
二
年
が

経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
掲

げ
ま
し
た
テ
ー
マ
「
祖
師
の
灯
を
守

り
自
ら
覚
る
」
を
胸
に
令
和
二
年
を

新
た
な
気
持
ち
で
進
め
て
い
こ
う

と
し
た
矢
先
、
人
類
を
脅
か
す
感
染

症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流

行
）
が
発
生
し
生
活
が
一
変
し
ま
し

た
。
宗
内
行
事
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
人
が
大
勢
で
集
ま
る
事
が
出
来

な
く
な
り
ま
し
た
。
青
年
連
盟
で
も

『
第
十
九
回
沖
縄
戦
争
殉
難
者
慰
霊

法
要
』『
仏
法
興
隆
花
ま
つ
り
千
僧
法

要
』『
東
日
本
大
震
災
慰
霊
復
興
祈
願

法
要
』
を
中
止
と
し
、
会
員
が
各
寺

院
で
そ
れ
ぞ
れ
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。
昨
年
五
月
の
代
議
員
会
も
書
面

決
議
と
す
る
な
ど
、
種
々
の
行
事
で

感
染
リ
ス
ク
を
考
慮
し
て
中
止
、
延

期
と
決
定
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
来
で
あ
れ
ば
昨
年
総
本

山
延
暦
寺
様
で
執
り
行
う
予
定
で
し

た
『
天
台
仏
教
青
年
連
盟
創
立
五
十

周
年
記
念
結
集
』
は
、
本
年
十
一
月
十

日
・
十
一
日
へ
と
延
期
致
し
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
中
で
我
々
青
年
僧
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
終
息

罹
患
者
安
穏
回
復
祈
願
木
札
巡
礼
法

要
を
発
願
し
、
全
国
三
十
七
ヵ
寺
を

リ
レ
ー
し
、
木
札
を
前
に
法
華
経
を

読
誦
し
、
疫
病
鎮
静
、
人
心
安
寧
、
災

害
か
ら
の
復
興
復
旧
を
祈
願
致
し
ま

し
た
。
法
要
は
密
集
を
避
け
る
た
め

に
一
人
で
勤
め
て
い
た
だ
き
、「
今
私

達
青
年
僧
に
で
き
る
事
は
、
願
い
祈

る
事
」
を
、
各
教
区
の
皆
様
と
共
に
勤

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
活
が
一
変
し
た
今
、
宗
教
者
が

ど
の
様
な
形
で
必
要
と
さ
れ
る
の

か
。
宗
祖
伝
教
大
師
の
ご
誓
願
「
忘
己

利
他
」、「
能
く
行
い
能
く
言
う
」
を
今

一
度
青
年
僧
な
り
に
感
じ
、「
自
覚
」

を
持
ち
共
に
「
共
成
」
を
広
め
祖
師
の

叡
智
を
伝
え
、
青
年
僧
全
体
の
「
核
」

と
な
る
価
値
観
を
共
有
し
、
思
い
を
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令
和
三
年
、
い
よ
い
よ
大
遠
忌
の
年
を
迎
え

ま
し
た
。
五
十
年
に
一
度
、
一
期
一
会
の
遇
い

が
た
い
勝
縁
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
、
立
場
で

臨
む
に
つ
い
て
、
青
年
会
の
み
な
さ
ん
も
熱
い

想
い
を
抱
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
に
思
い
も

寄
ら
な
い
大
き
な
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
何

事
も
従
来
の
計
画
通
り
に
、
行
う
こ
と
が
困
難

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
の
対
応
は
、
安
心

し
て
行
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
と
に
か
く
自
粛

し
て
待
つ
、
或
い
は
で
き
う
る
範
囲
で
規
模
を

縮
小
し
て
で
も
行
う
、
こ
の
両
方
の
考
え
方
に

揺
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
そ
の
判
断
を
迫
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
自
粛
し
て
待
つ
と
し
て
も
何
も
し
な
い

で
無
為
に
過
ご
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
反

対
に
、
と
に
か
く
や
っ
た
ら
い
い
と
い
う
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
差
し
迫
っ
て
現
下
の
想
い

を
綴
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
文
章
を
ご
覧

に
な
る
二
月
下
旬
頃
の
状
況
さ
え
全
く
想
像
が

つ
か
な
い
不
安
が
あ
り
ま
す
。

　
改
め
ま
し
て
、
日
頃
か
ら
の
総
本
山
延
暦
寺

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
天
台
仏
教
青
年
連
盟
会
員
の
皆
さ
ま
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
二
〇
二
一
年
の
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素
よ
り
宗
門
諸
行

事
へ
の
ご
協
力
は
も
と
よ
り
、
多
方
面
に
亘

る
ご
活
躍
に
対
し
ま
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
十
一
月
十
七
日
に
天
台
座
主
猊
下
よ

り
宗
務
総
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
不
惜

身
命
で
宗
務
に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
私
は
平
成
十
八
年
に
宗
議
会
議
員
に
初

当
選
以
来
、
宗
政
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

阿
内
局
・
木
ノ
下
内
局
・
杜
多
内
局
初
期
の

約
八
年
間
参
務
と
し
て
宗
門
行
政
の
一
端
を

担
わ
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
執
務
経
験
を
活
か
し
、
宗
祖

伝
教
大
師
の
御
教
え
を
基
に
「
和
合
の
宗
門

発
展
」
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
宗
門
諸
行
事
は
余
儀
な
く
中
止
や

延
期
と
な
り
、
宗
徒
及
び
檀
信
徒
の
皆
さ
ま

に
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
同
様
に

仏
青
連
盟
も
、
創
立
五
十
周
年
の
節
目
と
し

に
対
す
る
天
台
仏
教
青
年
連
盟
会
員
の
皆
さ
ま

の
ご
芳
情
と
お
力
添
え
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
青
年
僧
と
し
て
の
皆
さ
ま
の
行
動
力
を
い

つ
も
大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
昨
年
は
大
遠
忌
を
記
念
し
て
祖
廟
浄
土

院
拝
殿
の
龕
燈
籠
を
修
復
頂
き
ま
し
た
こ
と
、

誠
に
大
遠
忌
に
相
応
し
い
事
業
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

  

令
和
三
年
は
ま
だ
見
通
せ
ま
せ
ん
が
、
状
況

の
許
す
中
で
で
き
う
る
こ
と
を
、
或
い
は
こ
の

状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
な
す
べ
き
こ
と
を
是

非
、
力
を
合
わ
せ
て
共
に
努
め
て
行
き
ま
し
ょ

う
。
比
叡
山
大
講
堂
に
お
け
る
各
教
区
の
報
恩

法
要
、
縁
故
教
宗
派
の
報
恩
法
要
、
不
滅
の
法

灯
の
全
国
行
脚
、
そ
し
て
仏
教
青
年
会
で
は
本

山
に
結
集
し
て
山
上
諸
堂
で
の
法
華
経
読
誦
と

報
恩
法
要
。
そ
れ
ぞ
れ
二
年
間
の
計
画
が
一
年

の
期
間
に
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
そ

れ
ぞ
れ
仏
天
と
宗
祖
大
師
の
ご
加
護
を
被
り
、

殊
に
仏
青
の
皆
さ
ま
の
力
が
存
分
に
発
揮
さ
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
誠
に
簡
単

粗
辞
で
す
が
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

て
企
画
し
た
「
比
叡
山
中
央
結
集
」
は
今
年
へ

と
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
生
活
様
式
や
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と

呼
ば
れ
る
新
た
な
社
会
環
境
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル

ス
へ
の
不
安
、
そ
し
て
感
染
へ
の
有
無
か
ら

の
差
別
や
偏
見
な
ど
、
社
会
に
新
た
な
分
断

線
が
生
み
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
科
学
・
医

学
技
術
の
力
だ
け
で
は
人
び
と
の
心
ま
で
は

解
決
で
き
ま
せ
ん
。
閉
ざ
さ
れ
た
人
心
の
闇

を
照
ら
す
神
仏
の
力
を
お
い
て
他
に
あ
り
ま

せ
ん
。
我
々
天
台
宗
徒
は
、
お
祖
師
方
の
教
え

に
基
づ
き
、
闇
を
照
ら
す
仏
の
光
明
を
掲
げ

て
、
社
会
不
安
を
和
ら
げ
る
行
動
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
六
月
に
は
、
宗
祖
伝
教
大
師
一
千
二
百

年
大
遠
忌
御
祥
当
を
迎
え
ま
す
。
大
遠
忌
を

機
縁
に
、
平
和
と
安
寧
を
享
受
で
き
る
社
会

を
願
わ
れ
た
宗
祖
伝
教
大
師
の
御
誓
願
を
大

い
に
敷
衍
す
べ
く
、
仏
青
会
員
と
共
々
に
努

め
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　
令
和
三
年
、
創
立
五
十
周
年
記
念
中
央
結

集
が
無
魔
円
成
さ
れ
、
仏
青
連
盟
の
更
な
る

発
展
と
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

御
挨
拶

天
台
宗
宗
務
総
長
　
　
　

阿
部 

昌
宏

御
挨
拶延

暦
寺
執
行
　
　
　

水
尾 

寂
芳
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天台仏教青年連盟創立50周年記念全国大会中央結集
日　　程: 令和3年11月10日（水）、11日（木）
会　　場: 比叡山延暦寺/延暦寺会館
内　　容: 詳細につきましては追ってご案内いたします

　●インフォメーション

　昨今のコロナ禍により社会情勢も不安な日々が続いてお
りますが、この逆境にも負けない結集を開催できるように
鋭意企画中です。さらに、本年は伝教大師1200年大遠忌の
年でもあります。この勝縁に本山で開催できることは我々
青年僧として改めて原点を見つめ直す良い機会になること
でしょう。
　皆様方のご参加を心よりお待ちしております。

※内容につきましては変更となる場合もございます。

　昨年、天台仏教青年連盟は創立50周年を迎えました。こ
れを記念致しまして比叡山延暦寺にて中央結集の開催を予
定しておりましたが、新型コロナウイルス禍によりやむを
得ず延期とさせていただきました。開催を心待ちにしてい
た皆様方には大変申し訳ございませんでした。　

●令和2年7月豪雨災害募金… …… 1,611,639円

　［内訳］ ・義　援　金　…………… 1,086,390円

　　　　 ・支　援　金　………………525,249円

●連盟救援基金………………………… 390,781円

合計………………………………… 2,002,420円

【令和2年度　連盟支援団体】
連盟救援基金より下記の4団体に支援金を送付いたします

①…PMJパンニャメッタ 　　    　　　②タイ プラティープ財団

③…一隅を照らす運動総本部　 　　　④天台宗防災士協議会

令和2年度天台仏教青年連盟　救援募金のご報告 ※左記の募金額は令和3年1月1日現在です。

ご協力いただきました各仏青様に心より感謝申し上げますととも
に、引き続きのご支援ご協力を宜しくお願いいたします。　

〈救援委員会〉

本社
〒462-0841
愛知県名古屋市北区黒川本通三丁目35番地1
（ティア黒川 4F）
TEL. 052-918-8200　FAX. 052-918-8600

(3)   天台佛青連



福島カラー印刷株式会社

https://f-color.co.jp

〒960-2101 福島市さくら3丁目2-7
TEL024-594-2188  FAX024-594-2189  営業所／郡山・東京

〒600-8334
京都市下京区油小路通六条南入
電　話（075）３５１-１３６７
ＦＡＸ（075）３５１-１４７６

（4）

　
二
〇
二
〇
年
に
入
り
世
界

的
流
行
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
各
地
で
不
安
定
な
日
々

を
過
ご
し
て
い
る
方
々
の
為

に
、
我
々
宗
教
者
が
ま
ず
何

を
成
す
べ
き
事
か
を
考
え
た

と
こ
ろ
「
願
い
祈
る
こ
と
」
で

し
た
。

　
五
月
よ
り
松
村
代
表
の
ご

自
坊
に
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
早
期
終
息
と
罹
災
者

安
穏
回
復
を
願
っ
て
法
華
経

読
誦
と
木
札
の
お
加
持
が
始

ま
り
、
そ
の
後
全
国
の
各
教

区
仏
青
代
議
員
、
連
盟
役
員

を
含
め
総
勢
三
十
七
名
の
ご

自
坊
に
て
法
華
経
読
誦
と
木

札
の
お
加
持
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
な
か
な
か
終
息
の
見
え
な

い
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
世
界

各
地
で
も
厳
し
い
社
会
情
勢

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
法
要
を
通
し
て
少
し
で
も

人
々
の
世
界
平
和
と
安
寧
に

繋
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

新型コロナウイルス早期終息並びに
罹災者安穏回復祈願木札巡礼法要
新型コロナウイルス早期終息並びに
罹災者安穏回復祈願木札巡礼法要



（5）■特集　天台仏教青年連盟 50 周年記念シリーズ③

　
こ
の
度
、
連
盟
は
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
事

業
の
一
環
と
致
し
ま
し
て
浄

土
院
拝
殿
燈
籠
の
修
復
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
創
立
よ
り
今
日
ま
で
、

我
々
青
年
僧
が
連
盟
と
し
て

活
動
す
る
事
が
出
来
る
の
は

御
大
師
様
を
始
め
、
歴
代
の

諸
大
徳
が
築
き
あ
げ
て
き
た

も
の
が
あ
る
か
ら
こ
そ
実
現

で
き
る
も
の
と
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
何
十
年
、

何
百
年
と
後
世
の
青
年
僧
が

連
盟
と
し
て
活
動
で
き
る
こ

と
を
祈
念
し
、
報
恩
謝
徳
の

思
い
を
込
め
て
こ
の
記
念
事

業
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
の
実
現
に
際

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
各
関
係
者
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
改
め

て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

有限会社  ヤマゼン

神社・仏閣用授与品・タオル・風呂敷
ふくさ・進物品・お誂え全般　卸

〒541-0056
  大阪市中央区久太郎町3-1-15
        　　　　　　ユーアイビルディング6F

TEL 06-6251-0551  FAX 06-6251-0552

創立50周年記念事業

浄土院拝殿燈籠修復事業報告
創立50周年記念事業

浄土院拝殿燈籠修復事業報告



天台仏教青年連盟協賛金協力者御芳名（敬称略）

皆様の絶大なる御支援に心より御礼申し上げます

宗

議

会

議

員

（
寺
籍
簿
順
）

教
区
宗
務
所
長

（
寺
籍
簿
順
）

延
暦
寺
執
行

水

尾

　寂

芳

天
台
宗
務
庁

天
台
宗
宗
務
総
長

阿
部

　昌
宏

総
務
部
長

小
林

　祖
承

法
人
部
長

甘
井

　亮
淳

財
務
部
長

舩
戸

　俊
宏

教
学
部
長

岩
田

　真
亮

社
会
部
長

柴
田

　真
成

一
隅
を
照
ら
す
運
動

総
本
部
長

竹
内

　純
照

近
畿
教
区

本
山
寺

百

濟

寂

仁

兵
庫
教
区

八
葉
寺

國

岡

惠

心

岡
山
教
区

千
光
寺

葉

上

観

行

四
国
教
区

大
通
寺

大

西

栄

光

三
岐
教
区

佛
眼
院

佐

後

映

雄

信
越
教
区

光
前
寺

吉

澤

道

人

東
海
教
区

常
覺
院

村

上

圓

竜

神
奈
川
教
区

遍
照
寺

坂

本

圭

司

東
京
教
区

寶
泉
寺

大

塚

亮

英

東
京
教
区

寶
泉
寺

濱

田

智

純

南
総
教
区

観
明
寺

細

野

舜

海

埼
玉
教
区

福
正
寺

大

澤

貫

秀

群
馬
教
区

常
圓
寺

綾
小
路 

乘 

俊

茨
城
教
区

如
意
輪
寺

寺

門

俊

明

栃
木
教
区

實
教
院

鈴

木

常

元

栃
木
教
区

圓
林
寺

栁

澤

最

伸

福
島
教
区

永
藏
寺

中

村

周

常

陸
奥
教
区

觀
音
寺

鮎

貝

宗

城

滋
賀
教
区

泉
福
寺

安

藏

玄

周

近
畿
教
区

松
見
寺

兼

平

明

觀

兵
庫
教
区

白
毫
寺

荒

樋

勝

善

岡
山
教
区

本
性
院

永

宗

幸

信

山
陰
教
区

大
日
寺

見

上

知

正

四
国
教
区

長
尾
寺

木

村

俊

雅

九
州
東
教
区

成
佛
寺

安

部

暁

昇

三
岐
教
区

常
住
寺

森

　
　

 

喜

良

北
陸
教
区

國
分
寺

松

浪

圓

應

東
海
教
区

瀧
山
寺

山

田

亮

盛

神
奈
川
教
区

寶
塔
寺

榎

本

昇

道

東
京
教
区

寳
塔
寺

林

　
　觀

照

北
総
教
区

大
乗
寺

弘

海

高

顯

埼
玉
教
区

福
正
寺

木

本

清

玄

南
総
教
区

能
満
寺

髙

橋

隆

叡

群
馬
教
区

長
福
寺

三

浦

祐

俊

茨
城
教
区

藥
王
院

中

村

純

亮

栃
木
教
区

全
水
寺

村

田

庸

田

福
島
教
区

西
藏
寺

横

山

大

哲

陸
奥
教
区

満
福
寺

千

葉

亮

賢

天台佛青連   (6)  



法衣 ・ 稚児貸衣装 ・ 仏具荘厳品
贈答記念品 ・ 授与品

全国共通フリーダイヤル

東京店 〒110-0015  東京都台東区東上野6丁目8番8号

埼玉店 〒345-0047  北葛飾郡杉戸町高野台東1丁目15-7

ホームページ http://www.suzukihouiten.jp

東京店直通  FAX番号

0120-55-0369

0120-447-560

埼玉店直通  FAX番号 0120-66-5966

天
台
仏
教
青
年
連
盟

代

　

表

副

代

表

副

代

表

事

務

局

長

事
務
局
次
長
・
庶
務

事
務
局
次
長
・
会
計

事
務
局
次
長
・
法
務

事
務
局
次
長
・
渉
外

会

計

監

査

会

計

監

査

松
村

　宗
宣

山
石

　亮
秀

木
本

　栄
悟

中
里

　正
敬

杉
谷

　義
恭

藤
村

　憲
龍

山
本

　賢
潤

小
笠
原
一
行

角
本

　尚
隆

益
子

　亮
陽�

布

教

広

報

委

員

会

委

員

長

副

委

員

長

担

当

役

員

担

当

役

員

久
保
寺
福
美

吉
田

　靖
順

藤
枝

　瑞
樹

清
水
谷
善
暁

西
原

　太
河

西
村

　智
裕

伊
東

　寂
円

山
石

　亮
秀

益
子

　亮
陽

５
口
以
上
ご
協
賛
の
方

宗
内
御
寺
院
・
団
体

（
寺
籍
簿
順
）

信
越
教
区

領
法
寺

岩

田

真

亮

玄
清(

統
管)

成
就
院

梶

谷

隆

幸

東
京
教
区

西
光
寺

京

戸

慈

仁

東
海
教
区

賢
林
寺

池

端

圓

忍

東
海
教
区

生
福
寺

松

村

宗

哲

東
京
教
区

観
音
寺

本

多

賢

眞

神
奈
川
教
区

圓
満
寺

西

郊

良

光

南
総
教
区

笠
森
寺

小

川

長

圓

茨
城
教
区

來
迎
院

深

谷

尚

永

九
州
東
教
区

觀
音
院

阿

部

昌

宏

北
陸
教
区

顯
海
寺

荻

原

観

順

東
京
教
区

龍
眼
寺

市

原

孝

信

東
京
教
区

津
梁
院

長

澤

徳

栄

東
京
教
区

真
如
院

大
多
喜 

義 

慶

北
総
教
区

泉
養
寺

菊

池

暁

昇

岡
山
教
区

圓
珠
院

柆

田

宏

善

岡
山
教
区

福
田
寺

藤

村

憲

弘

東
京
教
区

圓
乗
寺

市

原

孝

信

東
京
教
区

知
行
院

坂

本

観

泰

東
海
教
区

明
光
院

酒

井

妙

照

東
海
教
区

大
黒
寺

藤

井

圓

隆

四
国
教
区

醫
王
寺

柴

　
　

 

賢

心

群
馬
教
区

安
養
院

市

川

祐

純

陸
奥
教
区

東
雲
寺

山

田

清

隆

神
奈
川
教
区

天
王
院

生

方

常

明

九
州
西
教
区

地
藏
院

角

　
　

 

玄

妙

群
馬
教
区

今
宮
寺

河

原

良

親

陸
奥
教
区

萬
寳
院

石

川

仁

徳

北
総
教
区

證
明
寺

郡

司

弘

道

滋
賀
教
区

69

浄

福

寺

信
越
教
区

45

光

明

寺

三
岐
教
区

50

大

本

寺

誤記等がございましたらご容赦くださいますようお願い申し上げます。令和 3年 1月 31日現在、ご協賛頂きました方を掲載しております。

『天台佛青連』は年に1回天台宗の全寺院に向けて

発行される青年会の機関誌です。

御寺院様の行事のPRや告知、求人募集などにお役

立てください。

広告を掲載しませんか？

(7)   天台佛青連



令
和
二
年
度 

常
任
委
員
会 

委
員
長
報
告

布
教
広
報
委
員
会

委
員
長
（
三
岐
）  

久
保
寺 

福
美

近畿・兵庫・山陰・四国
三岐・北陸・茨城

─ 担 当 ─

情
報
通
信
委
員
会

委
員
長
（
山
形
）  

清
原 

要
田

東京・北総・陸奥
山形・北海道

─ 担 当 ─

　
御
法
務
ご
清
栄
の
攸
、
こ
の
災
禍
に

あ
っ
て
御
苦
労
も
多
い
こ
と
か
と
拝
察

い
た
し
ま
す
。

　
情
報
通
信
委
員
会
は
、
例
年
は
天
台

仏
青
連
盟
行
事
や
各
教
区
仏
青
様
の
行

事
等
の
活
動
報
告
を
ウ
ェ
ブ
媒
体
に
て

お
知
ら
せ
す
る
事
を
主
体
事
業
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
災
禍
が

あ
り
行
事
の
開
催
が
中
止
に
な
り
閑
散

と
し
た
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
連
盟
主
体
に
よ
り
全
国
の
代
議
員
様

に
ご
協
力
頂
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
早
期
終
息
・
病
気
平
癒
祈
願
の
様
子

を
お
伝
え
し
て
頂
い
た
こ
と
は
意
義
が

あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
本
年
開
催
で
あ
っ
た

連
盟
五
十
周
年
事
業
に
於
い
て
情
報
通

信
委
員
会
と
し
て
も
事
業
情
報
の
発
信

と
い
う
形
で
協
力
す
る
運
び
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
備
え
の
た
め
次

年
度
に
延
期
さ
れ
た
現
在
は
そ
れ
も
な

く
な
り
非
常
に
残
念
で
し
た
。

　
こ
の
災
禍
が
一
刻
も
早
く
終
息
に
向

か
い
、
全
仏
青
会
員
様
や
次
年
度
よ
り
担

当
と
な
る
委
員
の
皆
様
の
活
動
が
健
や

か
に
催
さ
れ
る
事
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

救
援
委
員
会

委
員
長
（
南
総
）  

佐
久
間 

実
洗

九州西・神奈川・南総
埼玉・栃木・福島

─ 担 当 ─

　
救
援
委
員
会
で
は
昨
年
七
月
豪
雨
災

害
の
義
援
金
、
支
援
金
の
お
願
い
に
対

し
多
く
の
ご
浄
財
の
ご
協
力
を
頂
き
誠

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

　
七
月
豪
雨
支
援
と
い
た
し
ま
し
て
、
九

州
災
害
対
策
本
部
に
支
援
金
な
ら
び
に

支
援
物
資
の
支
援
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
七
月
豪
雨
災
害
の
義
援
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
日
本
赤
十
字
へ
、
支
援
金
に
つ

き
ま
し
て
は
九
州
災
害
対
策
本
部
な
ら

び
に
支
援
セ
ン
タ
ー
「
チ
ー
ム
う
と
」
に

送
付
い
た
し
ま
し
た
。

　
支
援
団
体
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

同
様
（
防
災
士
協
議
会
・
プ
ラ
テ
ィ
ー

プ
財
団
・
パ
ン
ニ
ャ
メ
ッ
タ
協
会
・
一

隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
）
に
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
各
教
区
仏
青
の
皆
様
に
ご
協

力
を
頂
い
た
浄
財
に
よ
る
被
災
地
支
援

に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
大
変
な
時
期
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

救
援
委
員
会
に
対
し
ご
理
解
を
頂
き
、

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
、
布
教
広
報
委
員
会
で
は
例

年
代
議
員
会
に
併
せ
て
開
催
し
て
い
た

委
員
会
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
の
開
催
が
困
難

と
な
り
、
リ
モ
ー
ト
形
式
で
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
ス
タ

イ
ル
で
の
運
営
と
な
り
ま
し
た
が
、
連

盟
担
当
役
員
の
方
の
諸
々
の
準
備
、
そ

し
て
夜
間
の
お
忙
し
い
中
、
各
自
の
ご

予
定
を
調
整
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
委
員
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
無

事
円
滑
に
活
動
を
進
め
て
い
く
事
が
出

来
ま
し
た
。

　
ま
た
メ
イ
ン
で
あ
る
連
盟
会
報
誌
に

関
し
て
は
、
連
盟
創
立
五
十
周
年
中
央

結
集
の
延
期
を
は
じ
め
、
軒
並
み
行
事

が
中
止
や
延
期
に
な
っ
た
事
に
伴
い
、

今
回
は
規
模
を
縮
小
し
て
の
発
行
と
な

り
ま
し
た
。

　
で
す
が
、
来
年
度
は
延
期
し
た
中
央

結
集
は
も
と
よ
り
、
連
盟
創
立
五
十
周

年
を
記
念
し
た
小
冊
子
の
発
行
も
控
え

て
い
ま
す
。
記
念
誌
へ
寄
稿
、
お
写
真
の

提
供
等
で
各
教
区
仏
青
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
委
員
は
三
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
任

期
が
終
わ
り
、
新
し
い
代
議
員
の
方
に

変
わ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
当
委
員

会
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
集
研
修
委
員
会

　
委
員
長
（
岡
山
）  

松
原 
照
敬

本山・滋賀・京都・岡山
九州東・東海・信越・群馬

─ 担 当 ─

　
結
集
研
修
委
員
会
で
は
、
例
年
結
集

及
び
中
央
研
修
の
取
り
組
み
方
や
議

題
・
問
題
点
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
お

り
ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
と
い
う
未
知
な
る
禍
に
見
舞
わ

れ
、
比
叡
山
延
暦
寺
に
て
執
行
さ
れ
る

予
定
で
あ
っ
た
中
央
結
集
が
延
期
と
な

り
ま
し
た
。
併
せ
て
天
台
仏
教
青
年
連

盟
五
十
周
年
を
記
念
す
る
結
集
で
も

あ
っ
た
だ
け
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
リ
モ
ー
ト
会
議
と
い

う
新
様
式
を
取
り
入
れ
て
、
今
後
の
結

集
や
五
十
周
年
記
念
事
業
等
様
々
な
議

題
に
つ
い
て
も
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
一
つ
一
つ
の
事
業
の
大
き

さ
か
ら
『
イ
ベ
ン
ト
保
険
』
が
議
題
に
挙

が
り
ま
し
た
。
協
議
時
間
も
少
な
く
結

論
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
加
入
の
是

非
を
重
要
案
件
と
位
置
付
け
協
議
を
続

け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
先
行
き
が
見
え
な
い
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
予
定
さ
れ
て

い
る
中
央
結
集
を
含
む
多
く
の
事
業
が

円
滑
に
執
行
出
来
ま
す
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〜
編
集
後
記
〜

　
こ
の
度
の
連
盟
会
報
誌
の
発
刊
に

あ
た
っ
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
予
防
に
伴
い
、こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
の
会
議
を
開

催
す
る
こ
と
が
難
し
く「
リ
モ
ー
ト

会
議
」と
い
う
例
年
と
は
全
く
違
う

ス
タ
イ
ル
で
の
発
刊
作
業
と
な
り
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
社
会
の
在
り
方

が
一
変
し
ま
し
た
が「
新
し
い
生
活

様
式
」が
示
す
よ
う
に
、こ
れ
ま
で
と

は
違
う
生
活
が
当
た
り
前
と
な
り
、

今
後
も
そ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変

化
し
て
ゆ
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
」や「
コ
ロ
ナ
自
粛
」に
よ
っ
て
人

と
人
と
の
繋
が
り
が
遮
断
さ
れ
た

感
が
あ
り
ま
し
た
が
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
の
S
N
S
に
よ
っ
て
様
々
な
情

報
を
広
く
社
会
に
発
信
、受
信
す
る

こ
と
で
互
い
に
何
処
に
い
よ
う
と
も

繋
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
駆
使
し
て
社
会
環
境

の
変
化
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、積
極

的
な
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

布
教
広
報
副
委
員
長
　
吉
田 

靖
順
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